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は

じ

め

に

　

老

荘
思

想
と

仏

教
が

思

想
的
に

類
似
す
る

面
と

相
違

す
る

面
を
併
せ

持
っ

て
い

る

こ

と

は
、

多
く
の

研
究
者
が
指
摘
し

て
い

る
。

そ
の
一

差

異
と

し

て
、

以

下
の

二

点
を

挙
げ
る
こ

と

が

で

き
る

。

第
一

に
、

い

か

に

し
て

究
竟
者
に

至
る

か
、

と
い

う
修
道
体
系
を
仏
教
が
有
し

て

い

る

こ

と

で

あ
る

。

第
二

に
、

究

竟
者
に

至

る

た

め

の

行
を
実
践
す
る
、

凡

人

と

究
竟
者
と

の

中
間

的
存
在
と

し

て
、

菩
薩
の

存
在
を
説
く
点
で

あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　（
1）

る
。

い

ず
れ

も
、

老
荘
思
想
で

は

明
確
に

説
示
さ

れ

て

い

な
い

。

　

僧

肇
（

三

八

四

又
は

三

七

四

−
四
一

四）

は
、

初
め

老

荘
思
想
に

通

じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
（
2）

て

い

た

が
、

旧
訳
『

維
摩
経
』

を

読
み

、

出

家
し

仏
教
に

転
じ

た
。

「

菩

薩
」

と
い

う
老
荘
思
想
に

無
い

概
念
を

、

僧
肇
が
い

か

に

理

解
し

た

か

を

考
察
す
る
こ

と

は
、

僧
肇
の

思
想
を

理

解
す
る

上

で

意
味
が

あ
る

と

思

わ

れ

る
。

　
「

菩
薩
」

に

関
し
て

、

『

注
維
摩
』

僧
肇
注
を

概
観
す
る

と
、

僧
肇
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　（
3
）

法
身
の

菩
薩

、

そ

し

て

菩
薩
階
梯
の

七

住
を
重
視
し

て
い

る
こ

と

が

確

認
で

き
る

。

法
身
に

関
し

て

は
、

僧
肇
の

法
身
説
が
い

か

な
る

構
造
を

　
　（
4

）

持
つ

か
、

ま
た

菩
薩
階

梯
に

関

し

て

は
、

僧
肇
の

十

地
思

想
の

構
造
と

　
　
　
（
5

）

そ

の

特
徴
に

つ

い

て
、

研

究
成
果
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。

　
以

上

を

ふ

ま

え

本
稿
で

は
、

老
荘
思
想
に

無
い

「

菩
薩
」

の

概
念
を

僧

肇
は

ど

の

よ

う
に

理

解
し
た

か

を
確
認
し

、

僧
肇
が

重
視

す
る

法
身

の

菩
薩
と

、

菩
薩
階
位
の

七
住
と

が
い

か

な
る

関
係
に

あ
る

か
を

『

注

維
摩
』

に

よ
っ

て

考
察
す
る

。

一

　

菩
薩
の

基

本
的
理

解

　

ま

ず
僧
肇
の

菩
薩
に

対
す
る

基
本
的
な
理
解
を
確
認
し

た
い

。

　

肇
日

、

菩
薩
正
立

旦
苫

菩
提
薩
堙

。

菩
提
仏

道

名
也

。

薩
唾

秦
言
大

心

衆
生

。

　

有
大
心
入
仏
道

、

名
菩
提
薩
墟

。

無
正

名
訳
也

。

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三

八
、

三

二

入

頁
b

）

こ

こ

で

僧

肇
は

菩
薩
を
「

さ
と

り
を
求
め

る

心
を
も
っ

て

仏
道
を
歩
む

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
（

6）

者
」

と

理
解

す
る

。

『

大

智
度
論
』

に

ほ

ぼ

同
様
の

釈
が

確
認
で

き
る

こ

と

か

ら
、

僧

肇
の

「

菩
薩
」

そ
の

も
の

に

対
す
る

解
釈
は

、

一

般
的

一 736 一
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（
7

）

な
解
釈
で

あ

る

と

言
え
る

。

菩
薩
の

実
践
行
に
つ

い

て

も
僧
肇
は

「

問

疾
品
」

注
釈
に

お
い

て

次
の

よ

う
に

述
べ

る
。

　
肇
日、

若
能
善
調

其
心
、

不
懐
異
想

、

而

永
処
生

死
、

断
彼
苦
者

、

是
菩
薩

　

菩
提
之

道
。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

（

大
正
三

入
、

三

七
八

頁
a

）

菩
薩
は

自
身
の

心

を

よ

く
調
伏
し
て

異
想
を
も
た
ず

、

永
く
生

死

に

と

ど

ま
り
衆
生
の

苦
を

断
つ

こ

と

が
、

菩
薩
の

仏
道
の

実
践
行
で

あ
る

と

す
る

。

こ

の

よ

う
に

、

二

極
の
一

方
に

偏
る

べ

き
で

は

な
い

と

す
る

解

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

8）

釈
は

、

該
当
箇

所
の

経
文
に

ほ

ぼ

沿
っ

て

お
り

、

ま
た

『

維
摩
経
』

の

　
　
　

　
　
　
（
9

＞

随
所
に

説
か

れ

る
。

し
た

が
っ

て

菩
薩
の

実
践

行
に

関
し

て

も
、

僧
肇

が

独
自
の

解
釈
を

し

て

い

る

と
は
言
い

難
い

。

　

以
上

、

菩
薩
に

対
す
る

僧
肇
の

基
本
的
理
解
を
確
認
し

た
。

菩
薩
と

い

う
存
在
は

、

一

般
的
な
語
義
解
釈
に
よ
っ

て

理
解
さ

れ

て

い

る
。

ま

た

菩
薩
の

実
践
行
に
つ

い

て

も

『

維
摩
経
』

の

教
説
に

準
じ

て

理

解
さ

れ
る

。

い

ず
れ

に

し

て

も
僧
肇
の

解
釈
に

特
異
な
点
は

見
ら

れ

な
い

。

一
一

法

身
及
び

法
身
菩
薩
の

理

解

　
（

一
）

法
身
の

理
解

　

次
に

僧
肇
の

法
身
理

解
を

検
討
し

た

い
。

「

弟
子
品
」

で

は
、

三

界

か

ら

超
越
し
た

法
身
と

、

三

界
に

あ
る

結

業
の

報
身
と

を

対
比

し

て

次

の

よ

う
に

解
釈
す
る

。

　
肇
日

、

三

界
報

身
、

六

情
諸

根
従
結
業
起

、

名

為
有
作

相

也
。

法
身
出
三

　
界、

六

情
諸

根
不
由

結
業
生

、

名
為

無
作
相

。

夫
以

有
作
故
有
所
不
作

。

以

僧
肇
の

菩
薩
理

解
（
竹
　
林
）

　

法
身
無
作
故
無
所
不
作
也

。

　

（

大
正
三

八
、

三

五
四

頁
Cl

三

五

五

頁
a
）

こ

こ

で

僧
肇
は

身
の

形
態
に
よ

る
「

作
」

の

相
異
を

問
題
と

し

て
い

る
。

三

界
の

報

身
は

、

結
業
に

よ
っ

て

感

覚
・

認
識

が

起
こ

る

の

で
、

「

作

す
」

こ

と
が

有
る

。

し

か
し

「

作
す
」

が

有
る

こ

と

は

同
時
に

「

作
さ

な
い
」

も
の

を
生

み

出
す
と

論
じ
る

。

対
し

て

法
身
は

、

感
覚
・

認
識

は

結

業
か

ら

生

じ

な
い

の

で
、

「

作
す
」

こ

と

は

無
い

。

し

か

し
「

作

す
」

が

無
い

と
い

う
こ

と

は
、

同
時
に

「

作
さ

な
い
」

も
無
い

と

論
ず

る
。

こ

の

「

無
」

と

「

無
所
不
」

の

論
理

に

よ
っ

て
、

僧
肇
が

提
示
す

る
の

は
三

界
報
身
の

有
限
性

、

そ
し

て

そ

れ

を

超

え

た

法
身
の

あ

り
方

で

は

な
か

ろ

う
か

。

僧
肇
は

同
様
の

論
理

を

用
い

て
、

　

肇
日

、

法
身
無

為
而
無
不
為

。

無
不
為
故
現
身
有
病

。

無

為
故
不
堕

有
数

。

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
（
大
正
三

八
、

三

六

〇

頁
a
）

と

述
べ

る
。

こ

こ

で

さ
ら
に

「

不

為
」

が

無
い

こ

と

を

根
拠
と
し

て
、

維
摩

詰
は

そ
の

身
に

病
を
現
ず
る

こ

と
も
可
能
で

あ
る

と
、

法
身
の

自

在

性
を

示
す

。

僧

肇
は

法
身
を

「

無
」

と

「

無
（
所）

不
」

に

よ

っ

て

解
釈
し

、

そ
こ

か
ら

法
身
の

無
限
定
性
と

自
在
性
を

論
じ

て
い

る
。

こ

の

理

由
は

、

　

肇
日

、

群
生

無

量
所
好
不
同

。

故
修
無
量
浄
土

以
応

彼
殊

好
也

。

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
（
大
正
三

八
、

三

三

〇

頁
b

）

と

あ

る

よ

う
に

、

衆
生

が
無
限
の

多
様
性
を

有
し

、

そ

れ

に

菩
薩
は

応

じ

る

必

要
が

あ
る

点
に

裏
付
け
ら
れ
よ

う
。

一

八

五

一 737一
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僧
肇
の

菩
薩
理

解
（
竹
　
林
∀

　
（

二
）

特
定
の

人
物
を
法
身
菩
薩
と

す
る

意
図

　
『

注
維

摩
』

に

お
い

て

僧

肇
は

、

特
定
の

人

物
を

法

身
の

菩
薩
と

し

て

位

置
付
け
る

。

そ
の

意
図

を
以
下
の

釈
か

ら

探
っ

て

み

よ

う
。

肇
日
、

維
摩

詰
秦
言
浄
名

。

法
身
大
士

也
。

其
権
道
無

方
隠
顕

殊
迹。

釈
彼

妙
喜
現
此

忍
土

、

所
以

和
光
塵
俗
因
通

道
教

。

…

故
欲

顕

其
神
徳
以
弘
如
来

不
思
議
解
脱
之

道
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　

（
大
正
三

八
、

三
二

七

頁
c
）

肇
日

、

天
女

即
法
身
大
士

也
。

常
与
浄
名
共
弘
大

乗
不
思

議
道

。

故
現
為
宅

神
、

同

処
一

室
。

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

（
大
正
三

八
、

三

八
七

頁
a
）

こ

こ

で

は
、

そ
の

人
物
を

「

不
思
議
解
脱
の

道
を

弘
通
す
る
」

者
と

し

て

僧
肇
は

解
釈
し
て

い

る
。

こ

の

点
が

特
定
の

人

物
を

法
身
菩
薩
と

し

た

理
由
と

し

て

挙
げ
ら

れ
よ

う
。

こ

の

「

不
思
議
解
脱
」

に
つ

い

て
、

　

此

経
始
自
于

浄
⊥
、

終
于
法
供
養

、

其
中

所
明
雖
殊、

然

其
不
思

議
解
脱
一

　

也
。

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

（
大
正
三

八
、

三
二

七

頁
c
）

僧
肇
は

、

『

維
摩
経
』

の

「

仏
国
品
」

か

ら
「

法
供
養
品
」

に

至
る

中
で

、

説
示
さ
れ

る

こ

と

は

異
な
っ

て

い

る

よ

う
だ

が
、

全
て

が

不
可

思

議

解

脱
を

明
か

す
こ

と

に

同
じ
で

あ
る
と

す
る

。

こ

の

よ

う
に

僧
肇
は

『

維

摩
経
』

に
一

貫
す
る

主
旨
が

不
可
瓜
議
解
脱
で

あ
る

と

解
し

て

い

る
こ

と
か
ら

、

そ

れ

を
弘
通
す
る

人
物
に

注
目

す
る

事
は

不
自
然
で

は

な
い

。

三

　
菩
薩
階
位
と

法
身
菩
薩
の

関

係

次
に

法
身
菩
薩
と

菩
薩
階
梯
と

の

関
連
を

見
て

み

よ

う
。

前

節
に

お

い

て
、

僧

肇
が

重

視

す
る

法

身
菩
薩

は
、

不
可

思

議
解
脱
の

道

を
弘

一

八

六

め
、

衆
生
済
度
の

は

た

ら

き
が

無
限
で

あ
り

自

在
で

あ
る

菩
薩
を

想
定

し
て

い

る

と

確
認
し

た
。

次
の

肇
注
は

、

不

可

思

議

解
脱
を
得
た

境
地

の

様
態
と

、

そ

れ

を
得
る

段
階
に
つ

い

て

の

理

解
を
示
す
も
の

で

あ
る

。

　

解
脱
者
自
在
心
法
也

。

得
此

解
脱

則
凡

所
作
為

、

内
行

外
応
自
在
無

閔
。

此

　

非
二

乗
所
能
議
也

。

七

住
法
身
已
上

乃

得
此

解
脱

也
。

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
（
大
正
三
八
、

三

八

二

頁
b

）

僧
肇
は

不
可
思
議

解
脱
を

得
た

状
態
を

、

自
身
の

内
に

積
む

徳
と

外
に

応
じ
る

智
に

お
い

て

閔
げ
が

無
く
意
の

ま

ま

と

な

る

こ

と
と

理

解
し
て

い

る
。

そ
し
て

こ

の

解
脱
は

、

法
身
を
と

り
、

階
位
と
し

て

は
七

住
以

上

で

得
る

解
脱
で

あ
る

と

す
る

。

し
た

が
っ

て

僧
肇
は

、

経
典
を
貫
く

主

題
で

あ
る

不
可
思
議
解
脱
は
、

七

住
の

法
身
に

お
い

て

得
ら

れ

る
と

解
し

て

い

る
。

ま
た

不

可
思
議
解
脱
の

内

容
が
、

菩
薩
自
身
の

行
と

衆

生

済
度
に

自
在
を
得
る

点
は

、

前
節
に

見
た

僧

肇
の

法
身
解
釈
に

符
合

す
る

。

ま
た

僧
肇
は

次
の

よ

う
に

も
釈
す
る

。

　

肇
日、

既
得
法
身
入

無
為
境

。

心

不
可

以
智
求

、

形
不
可

以
像
取

。

故

日

無

　
量

。

六

住
已
下

名
有
量
也

。

　
　
　

　
　
　

（
大
正
三

八
、

三

三

〇

頁
a
）

こ

の

箇
所
で

は
、

法
身
を

得
た

者
と

六
住
以

下
の

者
と

を

対
比
す
る

。

僧
肇
は
、

六

住
巳

下
は
限

度
・

限

定
を
有

す
る

、

有
量
と

名
づ

け
る

。

対
し
て

、

法
身
は

無
為
の

境
地
に

あ
り

、

心

は

認
識
す
る

作
用

、

姿
形

は

そ
の

象
る

と
い

う
作
用
に

よ
っ

て

と

ら

え
ら

れ

な
い

。

そ
れ
故

、

限

度
や

限

定
に

と

ら

わ

れ
な
い

無
量
と

す
る

。

「

已

に

法
身
を

得
て

無
為

の

境
に

入
る
」

こ

と

は
、

六

住
よ

り
も
高
次
の

段
階

、

少
な
く
と

も
七
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住
よ

り
先
の

段
階

を

指
す
こ

と

は

明
ら

か

で

あ
る

。

し
た

が
っ

て
、

菩

薩
は

七

住
以

上

の

段

階
に

お
い

て

法
身
を

と

る
、

と

僧
肇
は

理
解
し
て

い

る
。

　

僧
肇
は

、

不
可
思
議

解
脱
と

法
身
は
い

ず
れ

も
七

住
以

上

に

お
い

て

具
わ
る

と

理

解
し
て
い

る
。

こ

こ

に

法

身
菩
薩
と

菩
薩
階
梯
と

の

関
係

が

見
ら
れ

る
。

ま
と

め

　

僧
肇
は

「

菩
薩
」

に
つ

い

て
、

基
本
的
な

理

解
は
一

般
的

あ

る
い

は

『

維

摩
経
』

の

説
示
内

容
に

沿
っ

て

い

る
。

凡
人
か

ら

聖

人

に

至

る

過

程
や

、

そ

の

過

程
に

あ
る

者
に

つ

い

て
、

老
荘
思
想
の

文
献
で

は

明

確

な
形
で

説
示
さ

れ
な
い

。

僧
肇
が

菩
薩
や

菩
薩
の

実
践
行
に

関
し

て
、

仏
教
経
論
に

よ

り
理

解
す
る
こ

と

は

当
然
と
い

え
る

。

　
『

注
維

摩
』

に

よ

れ

ば
、

衆
生
を

済
度

す
る

は

た

ら

き
に

お
い

て

無

限
性
と

自
在
性
を

有
し

、

且
つ

不
可

思

議
解
脱
を

弘
通

す
る

者
が

、

僧

肇
の

想
定
す
る

法
身
菩
薩
で

あ
る

。

ま
た

菩
薩
階
梯
の

六

住
と
七

住
と

の

聞
に

差
を
設
け

、

僧
肇
が

特
に

七

住
以
上

を
重
視
す
る

意
図
は

、

不

可

思

議
解
脱
と

法
身
を
有
し

て

い

る

か

否
か
に

基
づ

く
。

1
　
横
超

慧
日

「

鳩
摩
羅
什
の

法
身
説
」

（
「

印
度
学
仏
教

学
研
究
』

　一

〇

→
、

一

九
六
二
）

の

指
摘
に

よ

る
（

三
九

頁）
。

　

　
　

2
　
梁
・

慧
皎
『

高

僧
伝
』

、

大
正
五

〇
、

三

六

五

頁
a
。

　
　
　

3
　
木
村
宣

彰
『

注
維
摩
経

僧
肇
の

菩
薩
理

解
（

竹

　
林）

序
説
』

（
東
本

願
寺
出
版

部
、

一

九

九
五
）

二

〇

五

−
二

〇

七

頁
。

4
　
武
田

公
裕
「

僧
肇
の

法
身
観

　
　
曇
鸞
二

種
法
身
説
の
一

背
景
と

し
て

　
　
」

（
『

龍

谷
大
学
大

学
院

研

究
紀
要

人

文
科
学』

一

九
、

一

九

九

八
）

。

5
　
高

城
梓
「

僧
肇
の

十

地

思
想

　

　
『

注
維
摩
詰
経
』

を
中

心

と

し

て

　
　
」

（

『

集
刊
東
洋

学
』

九
一
、

二

〇

〇

四
）

。

　

　

　

6
　
大
正

二

五
、

八

六

頁
a

。

　
　

　

7
　
対
し

て

同

箇
所
の

羅

什
の

釈
は

、

僧
肇
と

は

観
点

を

異
に

す
る

。

羅
什
は

菩
薩
を

、

生

活

様
式
（

出

家
・

在
家
・

他
方
国
土
か

ら

来
る
）

と

身
の

あ
り
方
（
結
業
身
・

法
身）

と
の

二

つ

の

カ

テ

ゴ

リ

ー

に

分
け
理
解
す
る

（

大
正
三

八
、

三
二

八

頁
b
）

。

　

　

　

8
　
大
正
一

四
、

五

四

五

頁
a

。

　

　

9
　
例

え
ば

、

大
正
一

四
、

五

四

五

頁
b
（

問
疾

品
）

、

同
五

四

九

頁
a

（

仏
道
品）

、

同
五

五

四
頁
b
（
菩
薩

行
品
）

等
に

見

ら
れ

る
。

〈
キ

ー

ワ
ー

ド
〉

　
七

住、

不
可
思

議
解
脱

、

『

注
維
摩
詰
経
』

　
　
　（
大
谷

大
学

大
学
院
）

一

八

七

一
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